
国指定重要文化財

旧洋館御休所は天皇や皇族が新宿御苑（当時は新宿植物御苑）内の
温室で植物を観賞する際の休憩所として1896（明治29）年に創建さ
れました。建物は宮内省内匠寮（たくみりょう）の技師である片山東熊
により設計され、アメリカの住宅を中心に流行したスティック・スタイル
を基調に建てられています。外装に縦、横、斜めの小割材（スティック）
を配したデザインが特徴ですが、屋根の妻面飾りや軒先飾りの文様に
はビクトリアン・クイーン・アン・スタイルの手法も伺え、意匠的にも優
れたものとなっています。明治・大正時代の皇室建築の貴重な遺構と
いえます。
 1945（昭和20）年に空襲により新宿御苑はほぼ全焼しましたが、
旧洋館御休所は戦火を免れ、戦後は長く管理事務所（旧厚生省）とし
て使われていました。その後、歴史的・文化的価値が高い建物とし
て保存が決まり、2001（平成13）年、大正13年当時の姿に復元する
保存改修工事が竣工しました。同年4月から一般公開が始まり、10
月には重要文化財に指定されました。

旧洋館御休所の概要

新宿御苑は、1879（明治12）年皇室の禁苑（皇居の庭園）となりまし
た。その17年後に創建された御休所の当初の利用は少なかったよう
です。皇族の来苑が増えるとともに4度にわたる増改築が行われ、大
正後半からは主にテニスやゴルフなどのスポーツ後のクラブハウスとし
て利用されるようになりました。1924（大正13）年の増築によりほぼ
現在の規模・仕様が整えられ、昭和初期にかけて利用のピークを迎
えます。
 昭和天皇は、皇太子時代の大正10年代には、しばしば新宿御
苑を訪れてゴルフを楽しまれましたが、ご成婚後は皇太子妃を伴って
来苑されることが多かったようです。
 昭和に入ると時勢の変化により皇族方の来苑も少なくなり、御休
所も皇室と歩んだ歴史の幕を閉じることになりました。

皇族方の御休所

撮影時期は不明だが、屋根には
現在は撤去されている暖炉用の煙
突が見受けられる。

大正時代以前の
旧洋館御休所

写真：宮内庁宮内公文書館所蔵

現在の大温室を建設していた際に
発掘された明治時代の温室の遺
構（「E」の字形の温室の一番東側
の基礎部分）。大温室横で見学可。

温室遺構ゴルフボール

1987（昭和62）年度に行われた
中の池の底に溜まった土砂を取り
除く工事で発見されたゴルフボー
ル。大正時代のもの。

皇族方はラン、サボテンなど珍しい
熱帯・亜熱帯の草木を楽しまれた。
写真：五島美恵子氏所蔵

1893（明治26）年に
建てられた温室
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建物正面1

装飾の付いた切り妻屋根、張り出
した車寄せ、石敷きのベランダ、
レース状の軒飾り、ガラス窓やガラ
ス戸などに洋館の特徴が見られま
す。

洋風の室内に藤製の家具を置
き、花鳥風月を描いた日本画や
盆栽を飾るなど、和洋折衷のく
つろいだ雰囲気が演出されて
いました。大正時代まで、洋室
の暖炉では石炭がたかれてい
たと推定されています。
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旧御食堂2

温室観賞の際の休憩所として利用
が増えたため、お茶や昼餐（ちゅう
さん）をとるスペースとして1921（大
正10）年に控室２室を１室に改めて
設けられました。昼餐会・晩餐会も
しばしば催され、その折には御苑で
栽培された草花が卓上を彩りまし
た。

脇出入口3

軒飾りのある丸庇（まるびさし）の
屋根が付いています。ガラス戸を
開けると旧臣下控室で、臣下（侍
従、侍従武官など）の出入口とし
て利用されていました。

旧調理室4

食堂と共に設けられましたが、本格的な厨房施設はなく、料理は外部の
レストランから取り寄せることが多数でした。

旧妃殿下御浴室・旧化粧室6

1924（大正13）年、皇太子（後の昭和天皇）のご成婚に合わせ、随行
の女官の浴室と共に増築されました。この浴室ができたことで皇族方の
利用が頻繁になりました。

旧洋館御休所 館内図
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旧御浴室5

1922（大正11）年に臣下用のもの
と併せて増築。照明やバスタブ、
タオル掛けなどの器具類が当時の
まま残されています。増築に伴い、
別棟でボイラー室が設けられ、浴
室利用の際はボイラーマンが来苑
して給湯に当たりました。

廊下7

建築当初は温室へ向かう渡廊下
へと続く外廊下でしたが、1922（大
正11）年の旧御浴室増築に伴い、
通路が吹き放しでは都合が悪いた
め、中窓（ガラス戸）をはめ込み、
内廊下に改築されました。

旧御居間8

公開エリア　　1896（明治29）年

　　1909（明治42）年

　　1922（大正11）年

　　1924（大正13）年

増築・改築年

旧暖炉

建築形式（現状）

建築様式

建築規模

木造平屋建
スレート葺・亜鉛引鉄板葺屋根
スティック・スタイル
（クイーン・アン・スタイルを加味）
面積 480.08㎡
間口 31.815m
棟高 6.990m


